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研究成果の概要（和文）：静脈穿刺が困難場合，血管を拡張させるために温罨法が実施される．しかしながら，
温罨法の方法は様々であり，静脈穿刺時の温罨法に適した看護援助用具も存在しない．研究目的は静脈穿刺時の
上肢温罨法用具の作成であった．
最初に本邦における静脈穿刺時の援助に関する実態調査を実施した．その結果，温罨法用具に求められることは
簡易性，即効性，安全性であることが明らかになった．これらの要望をふまえ，温罨法用具の作成に着手した．
さらに，血管拡張を促すためには血流量の増加が重要であるため，加温温度と血流量増加の関連を明らかにし
た．以上の結果より，上肢温罨法に活用可能な2種類の温罨法用具（試作品）の作成が可能であった．

研究成果の概要（英文）：A hot compress is often performed to promote venous dilatation before 
venipuncture. However, the optimal method of hot compress is unclear and no suitable device is 
available. The purpose of this study was to develop and evaluate the warming device to facilitate 
vasodilation for venipuncture. 
First, we surveyed actual clinical practice and needs for the warming device for venipuncture. The 
results showed that a simple, prompt and safe device is needed. Next, we examined the relation 
between warming temperature and blood flow of the cutaneous vein in the forearm, as the warming 
temperature is most important for good vasodilation. Finally, we made two kinds of warming devices. 
However, these products need to be improved in the future.

研究分野： 基礎看護学
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１．研究開始当初の背景 
 平成 14 年 9 月，静脈注射は保健師助産師
看護師法第 5 条に規定する診療の補助行為の
範疇として取り扱うこととする医政局長通
達がなされた．この静脈注射（静脈穿刺）は，
対象者の皮膚に針を刺すため，侵襲性の高い
看護援助の 1 つであり，実施する看護師は
様々な技術を駆使しながら，少しでも静脈の
拡張を促し，穿刺の成功に努めている．当然
ながら，穿刺される患者にとっても繰り返し
の穿刺は身体的・精神的にも大きな苦痛であ
る．そのため，静脈穿刺の成功率を高めるた
めには，穿刺する静脈を十分に拡張させるこ
とが重要であり，静脈の拡張を促すために駆
血や温罨法など様々な援助が行われている．
しかしながら，その根拠や有効性についての
検証は十分になされておらず，看護師の経験
に基づき実施されていることが推察された． 
このような背景を踏まえ，本研究者らは，

静脈穿刺時に行われる看護援助の温罨法に
着目し，看護援助としての有用性を評価して
きた．そして，温罨法によって 10-15%程度の
血管拡張が得られることを明らかにした．こ
れらの知見を踏まえ，本研究においては静脈
穿刺時の温罨法用具の開発に取り組んだ． 
 
 
２．研究の目的 
 研究目的は，静脈穿刺に効果的で簡便な上
肢温罨法用具の開発と有効性の評価である． 
 
 
３．研究の方法 
（1）研究 1：末梢静脈穿刺時の援助に関する
全国実態調査 
①目的 
 本邦で静脈穿刺が困難な対象者に対して
実施されている援助内容と静脈穿刺時の温
罨法の実態を明らかにする．これにより，医
療従事者のニーズに沿った援助用具の作成
が可能と考え，全国実態調査を実施した． 
②方法 
 全国の医療従事者から意見を聴取するた
めにインターネットによる調査を実施した．
調査は 2015 年 1 月下旬に実施した．対象は，
Web調査会社にモニター登録している医療職
者を対象とした．調査手順は，インターネッ
ト上の調査画面でスクリーニング調査を実
施した後，本調査を実施した．スクリーニン
グ調査では，医療職の中でも静脈穿刺に関わ
る機会が多い職種である「医師，保健師，助
産師，看護師，准看護師，臨床検査技師のい
ずれかの免許を取得している」ことに加え，
「静脈穿刺の実施経験がある」この 2 条件に
該当した者を本調査の対象とした．本調査の
対象者には，電子メールで調査依頼を配信し，
回答者が 1000 名以上に達した段階で調査を
終了とした．本調査の内容は，年齢，性別，
取得免許などの基本属性に加え，静脈穿刺の
実施に関する 9 項目，静脈穿刺時の温罨法に

ついて 10 項目の調査を実施した． 
 
（2）研究 2：前腕部の加温温度と組織血流量
の変化に関する検討 
①目的 
加温に伴う血管拡張は，血流量の増加によ

ることが報告されている．そのため，加温温
度と組織血流量の変化について検討した． 
②方法 
 健常人 4 名を対象に実験を実施した．実験
は，2017 年 2 月に室温 21±1℃の実験室で実
施した．対象者の右手前腕部を恒温水槽（サ
ーマルロボ TR-S，アズワン）にて 32℃，34℃，
36℃，38℃，40℃に設定した湯に順不同で 15
分間浸漬（加温）した．加温終了後は次の加
温まで 30 分以上の間隔を開けた．計測項目
は，皮膚表面温度を温度測定用センサー(皮膚
表面タイプ 540E-TS1，安立計器）を右第 3
指指尖部と右前腕部に貼付した．また，組織
血流量をレーザードップラー血流計(ALF21D，
アドバンス)のボタン型センサーを右第 2 指
指尖部，右前腕部に貼付した．これらの計測
項目は 5 秒間隔で連続的に 15 分間計測した． 
 
（3）研究 3：血管拡張を目的とした上肢温罨
法用具の作成～温罨法用具試作品の評価～ 
①目的 
 静脈穿刺時の上肢温罨法用具（試作品）に
よる血流量の増加や血管拡張効果について
検証した． 
②方法 
 温罨法用具は乾式加温の上肢温罨法用具
を 2 種類（試作品 A，B）作成した．試作品
A は外寸約 40×25 cm の前腕全体に巻き付け
るタイプである．試作品 B は，外寸約 20×20 
cm を 2 個使用し前腕の加温が可能である． 
 実験は 2017 年 2 月に実施した．対象は健
常人（男性）10 名とした．それぞれの試作品
に対象者 5 名ずつ 15 分間の上肢温罨法を実
施した． 
 温罨法の評価には，指尖部と前腕部の皮膚
表面温度および組織血流量を連続的に測定
した．また，超音波断層装置を用いて温罨法
の前後での静脈血管断面積を計測した． 
 
 
４．研究成果 
研究 1 では全国実態調査の結果，末梢静脈

穿刺時に穿刺血管を選定する場合，触知が重
要視されていることが明らかになった．穿刺
が困難な対象者に対する援助としては，容易
に実施が可能なクレンチングなどの援助が
実施されていた．一方，物品を使用する温罨
法は血管拡張効果が高いと認識されており，
臨床ではおしぼりを用いて前腕部を 5 分間加
温する頻度が高いことが明らかになった．ま
た，研究者らが過去に行った A 県内での実態
調査(市村,佐々木 他,2012)においても課題で
あったが，末梢静脈穿刺時に実施される温罨
法の方法は，加温の範囲や加温時間，加温用



具も様々であり，実施者個々の経験に基づき
実施されていることが推察された．静脈穿刺
時に使用する温罨法用具に対する要望とし
ては，短時間（すぐに使用できる）が 79.0%，
（取り扱いの）簡便性が 78.8%，安全性が
65.8%の順であった．このような現状を踏ま
え，本研究では誰もが臨床で簡便に活用可能
であり，血管拡張を促す効果的な温罨法用具
の開発に着手した． 
研究 2 では，湯温を一定に設定した恒温水

槽に上肢を浸漬（加温）し，加温温度と血流
増加の関係を評価した．その結果，上肢を恒
温水槽に浸漬した場合，加温直後から指尖
部・前腕部とも皮膚表面温度は上昇していた．
加温開始 2 分間を経過すると，その後の皮膚
表面温度変化は 0.5℃以内であった．指尖部
組織血流量の変化は（以後，加温開始時→加
温 15 分後の平均値を示す），湯温が 34℃では
15.7→19.5 (ml/min/100g)であったが，湯温が
40℃では 8.4→26.7 であった．同様に，前腕
部組織血流量の変化は 34℃では 1.7→2.4 
(ml/min/100g)であったが，40℃では 1.7→6.7
であった． 
研究 3 では，試作品 A と試作品 B の効果を

評価した．その結果，試作品 A では温罨法前
と温罨法後では，前腕部の皮膚表面温度のみ
31.3±1.3 → 37.2±1.7 ℃に有意に上昇してい
たが組織血流量や血管断面積の有意な変化
は認められなかった．試作品 B の温罨法前後
の比較では，前腕部の皮膚表面温度が
31.7±1.4 → 38.2±0.7 ℃に有意に増加し，前腕
部 の 組 織 血 流 量 も 3.0±2.0 → 5.6±2.6 
ml/min/100g に有意に増加していた．また，試
作品 A と B を比較した場合，皮膚表面温度，
組織血流量，血管断面積のいずれにおいても
有意差は認めなかった． 

4 年計画で実施した本研究により，末梢静
脈穿刺時の温罨法用具（試作品）の開発が可
能であった．作成した 2 種類の試作品はいず
れも安全かつ簡便に使用できる乾式加温を
採用し，加温素材（保温材）は異なるものを
採用した．各試作品の加温温度や保温の持続
時間はやや異なっていたが，いずれも一定の
血流量の増加が得られることを確認した．さ
らに，2 種類の試作品では保温材の特性から
設定温度以上に加温されない（すなわち，過
度の加熱が生じない）ため，低温熱傷などの
危険性も低く，安全性が高いことが推察され
た．加温温度の上昇に伴い，血流量の増加も
大きくなるため，今後はさらなる血流量の増
加と血管拡張が得られるように，用具の改良
が必要だと推察している． 
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